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食事は,適 切な栄養 を摂取 して健康 を維持す る
ために必須であるばかりでなく,生活における楽
しみや喜びの要素で もあります。そしてそれは食
物 を味わ うこと,す なわち味覚 を感 じることに
よって得 られます。味覚は,食 物が唾液 に溶解 し
て味蕾に吸着することにより受容器電位 を発生 さ
せ,神 経を介 して中枢へと伝達され大脳皮質で認
知 されます。 したがって,歯 科医療によって咀嚼









苦味物質は多種多様に存在 しますが,疎 水性 とい
う共通の性質を持つため,唾 液中に分散 し味蕾で
受容 されるためには,何 らかの物質が介在する必









そ して次なる一歩 として,私 は味蕾,す なわち
受容体についての研究3)を行い ました。①甘味,











され ると考 え られて います。 また,う ま味 は
T1R1とT1R3のヘテロダイマーのみが受容 します。




ノン配糖体(ナ リンジン),苦味ア ミノ酸,苦 味
ペプチ ド,無機塩類(カ ルシウム塩,マ グネシウ
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